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第 3表 植 付 精 度

燻
植付姿勢(立毛角度)∽ 植 付 深

さ《")
l-50° 34-60` 61´‐,0°

株まきポット苗

苗筒紙

100

120

540

6&0

360

250

20

16

ι散布 して,寒冷紗 を用いな くてもメラ播 き用紙箇苗

はできる。

4 このことからかん水回数が減少 し, 大 型 紙 筒

(R-6)利用で播種作業が省力化される。

株まきボ ットの適応性

注・ 流れ苗株の発生はない。植付深さはボットの    1 折衷 トンネル育苗で実用性が高 く,出芽器利用

底 まで。 は不用である。

ろよい傾向もみられた。移植後の活着もよ く, 10日    2 床土は沖積土でプロックの強度が強いが火山灰

後の発根状態で直接土壊に接す ることから,紙簡苗 よ  土でも実用性はある。

リポ ット外に出る根は多かった。 したがってパ ラ播 き   3 播種量は 3～ 4粒が実用的である。

移植の可能性は認められた。               4 出芽の安定 をはかるには出芽器利用や ビニール

ハウス利用 も効果的である。

4 ま   と   め 5 メラ播 き移植の可能性は認められたが土l■侵入

紙簡薔育苗の省力化                株 として流苗 としないことが上げられる。

1 根がらみ防止 としての敷物に寒冷紗 と除草剤 A   6 問題点 としては播種作業,苗 とり作業の省力と,

CNの組合せで実用性がある。            折衷 トンネル式での水管理があげられる。

2 ACNの 濃度は 5¢ 液 を″当 り
`ι

散布で効果   以上の報告に際 して紙簡苗資材のお世話,ご指導を

が高い。                       いただいた日本甜菜製糖株式会社,三晃化学株式会社

5 床 を平にかためACNの 50～ 75¢ 濃度 を 1  盛岡営業所に深 く感謝の意を表する。

第 1表 試験区の構成

施肥条件 育 苗 様 式

備 考
床 箱

衷
代

折

薔
畑吉代

争薇1巴

少肥

多1巴

1

2

フ

8

床無肥 ;0-0-0レ /鷲
少 1巴 ;20-25-20 ″

多肥 ;40-50-40 ″

箱少肥 :2-3-2'ん

多肥
'3-3-2″

少 肥
少肥

多le

3

4

9

10

多肥
少 1巴

多肥

5

6

11

12

(1)供 試土壊 腐植質火山灰土壌            床少肥 :折 衷,畑苗代 とも威苗苗代施 lleの 半量

床多肥 ; ″        ″    慣行量(2)試験区の構成 (第 1表 )

13)品  種 ハヤニツキ
2枚合せ )を行なう。出芽欄時に有子Lポ リフイルムを

(4)播   種 4月 1,日  120,/箱 ,散播
除去 し温度管理操作 を行なった。

(5)育 宙 箱 有底有孔
2 追 1巴時期 と苗質(6)育 苗管理 播種覆土後各苗代に移 し有孔ポ リフイ

ルムで床面 (箱 )被覆 し, ビニール トンネル (上部  (1)試験区の構成 (第 2表 )

成苗機械移植栽培の育苗法に関する試 験

第 1報  施 肥 法 と 苗 素 質

八 木 宏 三・ 千 葉 満 男・ 内 田 修 吉

(岩手県農業試験場 )

1  ま え  が  き

成苗機械移植栽培における育苗法のほとん どは,従

来の折衷苗代または畑苗代に準 した露地育苗方式 をと

り,有底有孔箱 を使用 し根 を床に伸長させ,育 苗期間

を稚苗に比べ 15日 程度も長 くす ることから床の施 1巴

量および箱内施肥法 と苗質について検討 した。

2 試  験  方  法

1 施肥条件 と苗質
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S4

箱 施 肥
畑 お よ び 折 哀

追肥時期
無  1巴 少  肥 多  肥

2-0-0
2-0-1
2-1-0

1

4

7

２

⑤

③

３

④

⑨

3■

2■

折衷苗代育苗では,箱 内施肥の影響が強 く,箱内多肥

が少肥よりも生青量が大きい。また,床施 1巴量の差 も

明らかで,箱内少肥では床施肥の依存度が高まり,床

施肥増にともなって生育量が増大 している。箱内多肥

では,葉数,乾物重, N含有率が床少肥で大きく,床

多肥になるとや 低ゝ下がみ られた。

(2)後 期の乾物生産 とN含有率の推移

床および箱内施肥による後期の乾物生産は第 1図に

みられるように,25薬 時では箱内施肥量による差は

小さいが,後期は明らかに箱内多肥が少肥よりも増加

している。 また,床施肥量の関係では少肥,無 Itlほ ど

その増加幅が大きい。 N含有率は 25素時 より箱内多

肥>少 肥が明らかで,床施肥の影響も強 く,特に床無

肥条件では N含有率の低下が著 しく, 5¢以下になっ

た。移植時の N吸収量は,箱内少肥で床施EEEに とも

ない増加 し,箱内多肥では乾物生産同様床少 DEIで 頭打

ちの傾向がみられる。以上から,無追肥の条件では
,

床および箱内施肥の反応がみられ,箱内少肥では床多

IIEが ,箱内多肥では床少肥がよく,い ずれも床無肥条

件は劣る。

第 2表 試験区の構成

○は49年

第5表 施 肥 条件 と苗質

(2｀  昭和 49年の播種期は 4月 22日 で他の条件は 1に

同 じ。

試 験 結 果

1 施月巴条件 と苗質

(1)箱 内施肥で無追肥の条件における床の施肥量 と苗

の生育について検討 した (第 5表 )。

(40日 苗 )

2 追肥時期 と蘭質

床施DE■ と箱内N追肥時の関係 を検討 したが追 1巴 を

行なうことにより苗の生育量は増加する (第 4表 )。

折衷育苗における床無肥条件では,追 肥反応が大きく
,

2葉期追肥により,草丈,葉数,乾物重の増加がみら

れ,移植時のN含有率は 5素期追肥が明 らかに高まる。

床施1巴条件でも同様の傾向を示すが,床施肥の影響も

みられ,箱 内追1巴による反応も小さくなる傾向にある。

また,床 施肥によって生育量が大きく,床 無肥では苗

質の低下がみられる。畑育宙でも追肥により苗の生育

量は増加 し,床施肥量では少肥でよい生育がみられる。

しか し年次による傾向が異なることから,温度条件 と

の関連 で更に検討 を要する。

追DE時期による後期の乾物生産および N含 有率彿 2

図 )に ついてみると, 2葉期追肥 した 2-1-0体 系が

後期の N含有率 を高め乾物生産 を確保 している。

施肥法別草丈,葉数の変異 を第 3図 に示 した。苗の

均一性は施肥条件によっても異な り,草丈 CVは ,～

20¢ ,葉数 CVは 5～ 15'に もおよんでいる。施 I巴

法別変異は追肥により小 さくなる傾向にあり,特に 2

苗代様式
施肥条件 草 丈

“

π)

葉 数

(葉 )

重

＞物
笏

乾
＜

N含 有 率
(%)床 箱

衷

代

折

苗

1

2
無

少

多

1't 7 + L7

14,7 1.6

&2± 02

3る   03

234

275

20

19

182

282

3

4
少

少

多
`ζ

9  24

149   17

5`  l15

59  02

243

270

1フ

18

324

548

5

6
多

少

多

158   20

167  25

5,  03

38  114

264

26,

17

16

302

ζ36

畑苗代

7

8
無

少

多

117  13

122  11
`6  05
34  04

195

205

17

17

20'

281

9

10
少

少

多

129   17

137  16

36    04

37  05

187

223

14

16

270

319

``
12

多
少

多

1こ 2  19

125  19

5フ   l14

ま5  04

187

221

14

18

315

276
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第 4表  床 施 肥 と追 肥 時 期

床 無 肥

g/10tl

乾
　
物
　
重

30

20

10

30

20

10

30

20

10

%
50

40

30

20

g/100

床 少 記

35 40

g/101

床 多 肥

3540 日

一
箱少]巴

―‐― 箱多肥

N

含
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第 1図 床お よび箱施肥による後期の乾物生産 とN含有率の推移

(折哀苗代育苗 )

35 40 日

播種後日数

(40日 苗)

苗 代

様 式

施 月巴
48年 49年

草 丈
("")

数
＞葉

葉
く

乾物重
(7/400)

乾物重

草 丈

N合有
率 ∽

草 丈
@)

数
＞薬

葉
く

乾物重
(7/400)

乾物重

草 丈

N含有
率 ∽箱 床

折

衷

苗

代

1

2

3

2‐0-0

０

少

多

117

139

158

ζ2

36

39

234
243
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200

,ス 5

467

182

324

302

一　

二

二

　

一

一
　

二

二

　

一

二

　

一

4

5

6

2-0-1

ｏ

少

多

125

14`

1`9

55
37
40

235
24ア

285

188

169

169

302

`20432

152

157

34

36

250

228

164

145

296

355

7

8

9

2-lЮ

ｏ

少

多

148

149

1`8

38
59
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`06

6

1
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&39
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畑

苗

代

1

2

5

2-0‐0

ｏ

少

多
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129

1,2

ζ6
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一
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一

一　

一　

一

一
　

二

一
　

二

4

5

6

2匈 -1

ｏ

少

多

134

150

lζ 5

ζ,
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3,

195

214
216
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142

1`o

こ50

389
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1`6
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123 `35345

ア

8

9

2-1‐ 0

０

少

多
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157
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55
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5,

206
212
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1
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5
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3フ

38
235
237 '77126

3,4
330
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第 2図  追肥時期による後期の乾物生産およびN含有率

(折衷育苗 )

床焦肥

葉数の変異幅 (施肥

,葉 とも小さい。

- 
2-O-0

----- 2-0-t
-r-210

％

“

N

合 40

有
30

宰

20

CV%
201

CV%
20

丈車
　
・

葉数

８

Ｌ

●
　
　
　
・
゛
●
ｏ
　
　
　
３
ス
υ
ｌ
・

３
“
０
　
　
●
　

３
０
０

●

●

●
，

　

２

１

０

一
　

ｏ

ｏ

８

　

　

２

０

１

1 施肥法 と苗素質について,床 施肥 との関係は
,

初期は箱施肥の影響が強 く,後 期は床の依存度が高ま

る。箱少肥は床施肥に対応 して苗の生育量が増加す る

が,箱多 1巴は床多1巴で苗質 を悪化 させる。

2 箱施肥法では追肥の効果がみられ,生育量が増

加 しN含有率 を高めることから,箱 のN施肥法は,畑 ,

折哀育吉とも基肥 2夕 に追肥を併用する方法がよく,

床施肥は従来の苗代施肥量の半量で充分と思われる。

5 苗質の評価は,草 丈,業数,乾物重(乾物幹 丈 ),

N含有率(N吸収量)等 の要因が,本 田初期生育に関与

することから,活着性の面から検討す る必要がある。

また,施肥 と苗質については,温度管理により変動

がみられることから温度条件,播種量,お よび施肥法

との関連についても検討 しなければならない。

第 3図  施肥法,1苗の草丈 ,

法 ×苗代様式 )

葉期追肥した 2-1-0は ,草丈

9/1∞ 9/1∞

床 多1巴

30

成苗機械移植栽培の育苗法に関す る試 験

第 2報  苗 素 質 と本 田 の 初 期 生 育

千 葉 満 男・ 八 木 宏 三・ 内 田 修 吉

(岩手県農業試験場 )

え   が

量,温度管理,水 分等の育苗環境により異なる。とく

に中苗の露地育苗では,温度管理 と箱内,床施肥条件

播種  で苗質 を異にする。そこでこれら施肥法
'1苗

質 と本田機械移植苗育苗における施肥法は,育苗様式 ,


